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自
治
会（
区
）と
は
？

自
治
会
（
区
）
は
、
一
定
の
地

域
に
住
む
人
た
ち
が
日
頃
か
ら
の

親
睦
と
交
流
を
通
じ
て
連
帯
感
を

深
め
、
地
域
に
共
通
す
る
様
々
な

課
題
を
協
力
し
て
解
決
し
、
快
適

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
自
主

的
に
活
動
を
し
て
い
る
住
民
自
治

組
織
で
す
。
現
在
、
市
内
で
は
３９

自
治
会
（
区
）
が
活
動
（
主
な
活

動
内
容
は
下
図
参
照
）
し
て
お
り
、

そ
の
加
入
世
帯
の
割
合
は
市
全
世

帯
数
の
約
７
割
で
す
（
行
政
区
の

構
成
は
左
図
参
照
）。
し
か
し
近

年
、
加
入
世
帯
は
減
少
傾
向
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
自
治
会
（
区
）

と
し
て
の
機
能
を
維
持
で
き
な
い

状
況
に
な
る
心
配
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
自
治
会（
区
）と
聞
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

3
月

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、
自
治
会
で
は
地
域
で
必

11

要
な
助
け
合
い
が
速
や
か
に
行
わ
れ
、
日
頃
か
ら
の
横
の
つ
な
が
り
が
非
常
に

重
要
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

「
地
域
の
つ
な
が
り
」
自
治
会
活
動
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
。

下田市の行政区の構成

防災活動

・防災訓練

・救命救急講習

・自主防災組織への参画

地域の連帯・親睦

・お祭り、運動会など

　地域の親睦

・各協議会への参画

地域の情報伝達

・広報、かいらんの回付

・行政とのパイプ役

　（連絡・要望）

地域環境の整備

・防犯灯の設置

・防犯灯の維持・管理

・集会所の維持・管理

交通安全・防犯活動

・通学時の見守り活動

・交通安全運動

住みよい環境づくり

・ごみ置場の管理・清掃

・地域清掃、美化運動

・リサイクル品の回収

どこかでお世話になっている…それが自治会 （区） の活動

「地域のつながり」
自治会活動って何だろう？

「地域のつながり」
自治会活動って何だろう？

ミニＳＬ運行（中１区）

浜清掃（原田区）

れんげ祭り（大賀茂区）かぐら回し（田牛区）かぐら回し （田牛区）

ミニＳ Ｌ運行 （中１区）

浜清掃 （原田区）

れんげ祭り （大賀茂区）区長会意見交換会区長会意見交換会

地域防災訓練（中１区）地域防災訓練 （中１区）

協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
、
解
決
に

多
く
の
時
間
が
か
か
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

自
治
会
（
区
）
は
、
地
域
に
暮

ら
す
人
た
ち
が
持
っ
て
い
る
様
々

な
要
望
や
意
見
を
集
め
、
そ
れ
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
利
害
を
調
整

し
、
地
域
全
体
の
共
通
課
題
と
し

て
高
め
、
一
つ
ず
つ
解
決
す
る
機

能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
治
会 （
区
） 

は
、
日
常
生
活
の
中
で
の
様
々
な

課
題
を
共
同
作
業
に
よ
っ
て
解
決

し
、
少
し
で
も
良
い
地
域
社
会
を

つ
く
り
だ
す
と
い
う
大
切
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

自
治
会 （
区
） 活
動
の
必
要
性

　

自
治
会
（
区
）
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
自
主
的
に
組
織
す
る
団
体

で
、
加
入
は
皆
さ
ん
の
自
主
性
に

任
さ
れ
て
い
ま
す
。
熱
心
に
活
動

す
る
方
も
い
ま
す
し
、
加
入
し
て

い
な
い
方
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
皆
さ
ん
の
自
由
で
す
。

　

し
か
し
、
一
つ
だ
け
確
か
な
こ

と
は
、
生
活
し
て
い
る
以
上
、
地

域
に
何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
毎
日

の
よ
う
に
家
の
前
は
通
り
ま
す
し
、

定
期
的
に
ご
み
は
出
し
ま
す
。

　

最
近
、
身
近
な
犯
罪
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
町
内
の
見
回
り
や
子

ど
も
の
見
守
り
な
ど
、
身
近
な
安

心
は
自
治
会
（
区
）
の
人
が
支
え

て
い
ま
す
。
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
や
街
灯
の
維

持
管
理
、
道
路
の
清
掃
、
草
刈
な

ど
生
活
環
境
の
向
上
も
自
治
会

 （
区
） の
人
が
支
え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
の
多
く
は
、「
知
ら
ず
知
ら
ず

の
う
ち
に
自
治
会
（
区
）
に
支
え

ら
れ
て
い
る
」
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
治
会
（
区
）

が
な
く
な
っ
て
も
、
明
日
の
生
活

が
す
ぐ
困
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
例
え
ば
、

地
震
な
ど
、
災
害
が
起
き
た
と
き

の
連
携
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
管
理
や
近
所
の
清
掃
は
ど
う
で

し
ょ
う
。
自
治
会
（
区
）
の
代
わ

り
に
、
誰
か
に
頼
み
ま
す
か
。
自

分
で
し
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
必
要

の
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
地
域

の
安
全
や
美
化
は
守
ら
れ
ず
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
な
い
、
ご
み
の
散

在
し
た
不
潔
な
環
境
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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自
治
会 （
区
） や
下
田
市
区
長

連
絡
協
議
会
に
関
す
る
問
合
せ
先

総
務
課
秘
書
広
報
係緯
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自
治
会 （
区
） 活
動
の
目
的

地
域
住
民
の
親
睦
と
連
帯
の
場

　

家
族
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
や

不
幸
が
あ
っ
た
と
き
、
地
震
や
台

風
な
ど
で
被
害
を
受
け
た
と
き
な

ど
、「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
に
近
所

の
人
た
ち
と
助
け
合
え
る
と
、き
っ

と
心
強
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
高

齢
化
が
進
み
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
が
増
え
て
い
る
昨
今
で
は
、

地
域
の
手
助
け
が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
将
来
誰
も
が

抱
え
る
問
題
で
す
。
ま
た
、
共
働

き
の
家
庭
も
増
え
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
の
こ
と
や
火
災
な
ど
万
一

の
と
き
、
真
っ
先
に
助
け
合
え
る

の
が
近
所
の
人
た
ち
で
す
。

　

一
方
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い

る
地
域
社
会
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

職
業
・
年
齢
・
考
え
方
の
人
な
ど

が
生
活
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個

人
の
生
活
が
尊
重
さ
れ
、
他
人
の

生
活
に
は
干
渉
し
な
い
と
い
う
生

活
様
式
が
一
般
化
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
困
っ
た
と
き
は
近
所
の

人
た
ち
に
助
け
て
も
ら
っ
た
り
、

周
り
の
人
た
ち
と
一
緒
に
楽
し
み

を
分
か
ち
合
っ
た
り
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
誰
で
も
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
地
域
の
人
た
ち
と
気

軽
に
付
き
合
い
、
他
人
任
せ
で
な

く
、
お
互
い
が
協
力
し
合
っ
て

様
々
な
活
動
に
参
加
し
て
、
自
分

の
で
き
る
こ
と
や
得
意
な
こ
と
を

通
じ
、
楽
し
さ
や
心
の
ふ
れ
あ
い

を
発
見
す
る
場
が
自
治
会 （
区
） 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
課
題
の
発
見
と
解
決
の
場

　

ご
み
処
理
や
、
防
犯
・
交
通
安

全
、
青
少
年
の
非
行
防
止
、
道
路
・

公
園
の
環
境
整
備
、
福
祉
、
防
災

な
ど
地
域
に
は
様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
は
、

個
人
や
家
庭
だ
け
で
解
決
す
る
こ

と
は
難
し
く
、
地
域
の
人
た
ち
が

◎Interview

自治会 （区） での活動について

　自治会 （区） 活動は多岐にわたります。夏祭り、秋祭りをはじ

めとして、防災訓練や文化祭、環境美化活動、敬老行事などが

あげられます。これらの活動をするのは大変ですが、普段地域

で生活するうえで、また地域のコミュニケーションを高めるた

めにも、重要な活動だと考えています。

自治会 （区） で抱える問題について

　少子高齢化により地域に若い人が少なくなっていることや独

居老人世帯が多くなっていること、また、自治会 （区） 役員や民

生委員・児童委員になる人などの選任も苦労しています。さら

に、自治会 （区） に加入していない人との関わりも、同じ地域に

住む者同士、必要なことだと考えています。

東日本大震災をうけ、自治会 （区） のできることは…

　この震災で、自治会 （区） の重要性が再認識されました。防災

訓練など、日頃からの備えをすることは言うまでもありません

が、震災後の復興まで考えるべきではないでしょうか。災害時

には、一時的に各行政機関の協力を得られますが、その後は自

らの地域で復興をしていかなければなりません。地域を復興さ

せるためには、そこに住む人の力や地域がまとまらないと不可

能だと思います。そのためにも私自身、普段の自治会 （区） 活動

を大切にし、地域が今まで以上にまとまるよう心がけていきた

いです。

下田市区長連絡協議会

会長

（須崎区長）

土 屋  磯 雄さ ん


